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apholate. Similarly metepa resistantstrain
acquired3.6,3.4and6.5timestolerancetotepa,
hempaandhemelbutnonetoapholate.The
strainresistantto hempa developed3.3,2.5
and9.1timestolerancetotepa,metepaand
bemelrespectivelybutremainedsusceptibleto
apholate.Hemelresistantstrainwas4.6,2.4
and8.7timestoleranttotepa,metepaandhempa
respectivelyandalsoshowedsometoleranceto
apt101ate.
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生物相におよばす戯薬の彫督.具休例としての有機塩
素系殺虫剤や有機水銀剤の作物における残留や環境汚
染,野生動物さらには人類への良薬の影響について研
究分野のそれぞれ異なる著者等のチームワー クにより
わかりやすくまとめられている.この本は現在広く問
題になっている段薬の残軌 環境汚染について申なる
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総合抄録をしたものではない.外国におけろこれらの
研死成果をとらえながらわが国における只体例を反映
させ,これらの問題を一層身近かなものとして画かれ
ていること.それぞれの項目について明快な論議や鋭
い批判が適所にみられることは著者等のチームワーク
と努力がうかがえろ.
最終項のこれからの問題についてもう少し頁をさい
で著者等の具体的意見を述べてはしいところであるが
選書版としての制限もあり致し方なかろう.組物防攻
に関する人はぜひ一読しておくべき著-Bであり,U門
外の人でも理解し得る良き啓もうむでもある.
(講藤哲夫)
